
 

◆日時 ︓ 2024 年 12 月 20 日（⾦）16︓00〜17︓30 

◆参加費︓ 無料 

◆会場︓  ①会場︓クレアン東京オフィス（東京都港区⽩⾦台 3 丁目 19-6 ⽩⾦台ビル 5 階） 
②オンライン︓参加 URL は参加お申込頂いた方にメールでご連絡いたします 

◆登壇者︓   株式会社セブン＆アイ・ホールディングス ESG 推進本部 サステナビリティ推進部、 
笠井 彩さま、小澤 ⽴樹さま 

◆内容︓  ・セブン＆アイグループ様のマテリアリティ特定と取り組みの事例紹介 
・セブン＆アイグループ様とクレアンを交えた質疑応答 

◆対象︓  企業でサステナビリティを担当される方・責任者の方 
 
◆定員︓  会場︓12 名、オンライン︓50 名程度 
      ※定員になり次第締め切ります。 
      ※会場は先着順でご案内します。ご希望かなわなかった方にはオンラインをご案内します 
      ※同業他社のご参加につきましては、誠に恐縮ながらご遠慮願います。 
 
◆主催︓  株式会社クレアン 

◆お問合せ︓セミナー事務局 E ｰ mail/application@cre-en.jp  
 
◆お申込︓ 以下のフォームよりお申し込みください 
   https://forms.gle/7eaXr15jch3voFKT8 
 

クレアン主催 マテリアリティセミナー 

意味のあるマテリアリティづくり 
〜セブン＆アイグループ様の事例から⾒る特定プロセスと実装〜 

サステナビリティの重要性がますます高まる中、企業が自社の重要なテーマ（マテリアリティ）を
検討し発表することが当たり前になってきました。ISSB や CSRD/ESRS などの登場により、マテ
リアリティの概念もより精緻化されています。しかし、特定したマテリアリティを社内でしっかり
と実装することが疎かになり、単なる飾りになってしまっているケースも少なくありません。 
 
本セミナーでは、サステナブルな経営を実現するために「意味のあるマテリアリティ」をどのよう
に作り上げ、社内にどのように浸透させるかについて、2022 年にマテリアリティを改訂し、取り組
みを進めているセブン＆アイグループ様のご担当者様をお迎えし深掘りしていきます。これからマ
テリアリティの特定を検討されている方、既に特定したマテリアリティをどのように社内に浸透さ
せるかを模索されている方、ぜひご参加ください。 
※本セミナーは ISSB や ESRS に則ってマテリアリティを特定する方法を解説するものではありません。 

講座概要 



＜登壇者 プロフィール＞ 
笠井 彩さま 
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 
ESG 推進本部 サステナビリティ推進部 
 
小売店舗（現場）での経験の後、2020 年にサステナビリティ推進部に着任。現在は主に ESG
評価機関対応、サステナビリティレポートの作成に携わる。2022 年の重点課題（マテリア
リティ）の改定を担当。 
 
小澤 ⽴樹さま 
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 
ESG 推進本部 サステナビリティ推進部 
 
2009 年にサステナビリティ部署へ着任。店舗運営に伴う環境負荷の低減やお取引先様の製
造工場の CSR 監査を担当した後、現在はサステナビリティ関連の情報開示業務に従事。
2022 年の重点課題（マテリアリティ）の改定を担当。 
 
 
＜モデレーター＞ 
 
冨田 洋史 
株式会社クレアン 代表取締役 
 
2012 年より、サステナビリティのコンサルタントとしてクレアンに参画。会計・財務分野
のコンサルティング経験も活かして、財務とサステナビリティの視点を統合した、経営計画・
ビジョンの策定やレポーティング、社内浸透などを⽀援。これまでに、⼤⼿流通、⼤⼿電機、
⼤⼿不動産、⼤⼿⾷品、⼤⼿機械、ほか多数の企業を伴⾛。また、様々なアクターと協働し
た⺠間企業の SDGs への取り組みの普及・推進や、サステナビリティ時代の経営の在り方の
研究・経営者指導にも携わる。 
 

＜株式会社クレアン＞ 
1988 年設⽴。サステナブルな社会を実現することを使命に、経営コンサルティング事業を展
開。2000 年より⼤企業を中⼼にサステナビリティ推進体制の⽴ち上げ、マネジメントの推進、
サステナビリティレポート、統合レポートをはじめとした情報開示およびステークホルダーと
のコミュニケーション⽀援を⼀貫して⾏っています。 


